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起動処理の
高速化

HTML 解析
の高速化

スクリプト
処理の高速化

ダウンロー
ドの高速化

使用メモリ
量の軽減

高速化のための様々な改善



パース開始
スクリプト

タグ 発見

スクリプトの

ダウンロード

スクリプトの

実行

パースの

続行

スクリプトのダウンロード

HTML
パーサー

一旦停止して、
スクリプトの
ダウンロード

スクリプトのダウンロード終了まで待機

HTML 描画速度の向上



パース開始
スクリプト

タグの発見

パースの

継続

スクリプト

の実行

パースの続

行

スクリプトエンジンの実行中も 、パースを続行

HTML
パーサー

スクリプトのダウンロード

HTML 描画速度の向上
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※Sun Spider JavaScript BenchMark による測定
検証環境：CPU-Pentium 4 Processor 2.8Ghz, Memory- 2GB,
複数回の検証による平均値

処理時間
(秒)

22.3 秒

16.4 秒

3.2 秒

6

スクリプト処理速度の向上
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ブラウザの操作を簡単にする新機能

お気に入り・履歴と融合した「ゕドレスバー」
「アドレスバー」にホスト名やキーワードを入力するだけで、
「オートコンプリート」・「履歴」・「お気に入り」から検索を行ない、

該当するサイトを一覧で表示します。



ブラウザの操作を簡単にする新機能

たくさんのタブを一目で把握する「タブグループ」
タブの親子関係を色で区別してグループ表示します。



ブラウザの操作を簡単にする新機能

次の操作がすぐに見つかる「新しいタブ」



検索候補の表示
検索ボックスに入力された文字列から、検索候補文字列や
検索結果候補を表示

ブラウジングをより便利にする新機能

http://kakaku.com/
http://kakaku.com/


ゕクセラレータ
ユーザーを今見ているサイトから既存のサービスへ直接結び付けます

ブラウジングをより便利にする新機能



WebSlice
気になる情報を切り取って保存。いつでもすぐに最新情報を確認可能

ブラウジングをより便利にする新機能
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ドメ゗ンハ゗ラ゗ト
アドレスバーのドメイン名を見やすく表示。
なりすましを目的にした Web サイトを簡単に判別。

゗ンターネットを安全に利用するための新機能



マルウェアブロック通知

フィッシングサイト警告時

SmartScreenフゖルター
フィッシング詐欺の疑いがあるアドレスへの警告に加え、
マルウェアのダウンロードをブロックします。

゗ンターネットを安全に利用するための新機能



InPrivateブラウズ

Cookie、履歴、キャッシュ(Temporary Internet Files) などの

使用情報をコンピュータに記録せずにブラウジングを行ないます。

゗ンターネットを安全に利用するための新機能



UI フレーム

タブ 1 タブ n・・・

iexplorer.exe (保護モード ON)

ブローカー
オブジェクト

ieuser.exe

整合性レベル：中

整合性レベル：低

IE7 では、整合性レベルが異なるページは、別ウィンドウで表示

ツールバー拡張

ブラウザー ヘルパー
オブジェクト

ActiveX コントロール

UI フレーム

タブ 1 タブ n・・・

iexplorer.exe (保護モード OFF)

ツールバー拡張

ブラウザー ヘルパー
オブジェクト

ActiveX コントロール

ウィンドウとタブを
表示

゗ンターネットを安全に利用するための新機能



IE8 （＋Vista）では、フレームとタブを分離

保護モードの On/Off のサイトの同一ウィンドウ内の共存が可能

表示ページ内で異常が発生した場合にタブだけ終了させることが可能

ブローカー オブジェクト

iexplorer.exe

整合性レベル：中

整合性レベル：低

UI フレーム

タブ 1 タブ n・・・

iexplorer.exe (タブ プロセス 1)

ツールバー
拡張

ブラウザー
ヘルパー

オブジェクト

ActiveX
コントロール

ツールバー
拡張

ブラウザー
ヘルパー

オブジェクト

ActiveX
コントロール

・・・

・・・

・・・

タブ 1 タブ n・・・

iexplorer.exe (タブ プロセス n)

ツールバー
拡張

ブラウザー
ヘルパー

オブジェクト

ActiveX
コントロール

ツールバー
拡張

ブラウザー
ヘルパー

オブジェクト

ActiveX
コントロール

・・・

・・・

・・・

タブ 1 タブ n・・・

iexplorer.exe (タブ プロセス 1)

ツールバー
拡張

ブラウザー
ヘルパー

オブジェクト

ActiveX
コントロール

ツールバー
拡張

ブラウザー
ヘルパー

オブジェクト

ActiveX
コントロール

・・・

・・・

・・・

ウィンドウだけ
を表示

タブだけを表示

゗ンターネットを安全に利用するための新機能

ウィンドウ・
他のタブは落ちない！



より速く

より便利に

より安心に

+

+

Internet Explorer 8 の特徴



IE 8 Beta 版の位置づけ



KB943302 この更新は Windows Vista RTM 版の゗ンストール のみに必要です。
またこの更新は、 IE8 のセットアップウィザードの中で、"最新のアップデートをインストールする" 
のチェックをオフにしない限り、自動的にインストールされます。IE8 を起動した時にこの更新がイン
ストールされていない場合、手動でこの更新をインストールするようにプロンプトが表示されます。

KB946501 この更新は multi-core Windows XP SP2 x86 の PC にのみ必要です。
上記と同様に、この更新は IE8 のセットアップウィザードの中で、"最新のアップデートをインストー
ルする" のチェックをオフにしない限り、自動的にインストールされます。
もしこの更新のインストールに失敗していたり、チェックがオフになっている場合、IE8 のインストー
ルはできません。

対象 オペレーテゖング システム
• Windows Vista x64 及び x86
• Windows Vista Service Pack 1 (SP1) x64及びx86
• Windows XP Service Pack 2 (SP2)
• Windows XP Service Pack 3 (SP3)
• Windows XP Professional x64 Edition
• Windows Server 2008 x64及びx86
• Windows Server 2003 Service Pack 2 (SP2) x64及びx86

゗ンストールに必要な更新プログラム

IE 8 Beta 2 ゗ンストール要件

http://support.microsoft.com/kb/943302/
http://support.microsoft.com/kb/946501/
http://support.microsoft.com/kb/943302/


IE 8 リリース スケジュール

Mar Apr May

3/5
IE8Beta1 for Developer 開始
(英語版)

Beta1 Beta2 

8月
IE8Beta2 開始 (日本語版含む)

Jun Jul 未定

未定
Release Candidate

Release 
Candidate

未定
RTW

P
ro

d
u
c
t

Aug

対象 OS: Windows XP, Windows Vista, 
Windows Server 2003, Windows Server 2008



IE8 互換性とその対策



相互運用性

Web標準に準拠したレンダリングモードをデ
フォルトで採用

CSS 2.1 サポート
HTML4.01 サポート

他のWebブラウザとの相互運用性の向上

CSSについては、
W3CへCSS Test Suiteを提案

相互運用性を重視するが、相互運用性と互換性のバランスも大切



互換性 ３つのレンダリングモード

IE <= 6

Quirksモード

IE 7

IE7 標準モード

IE 8

IE8標準モード

IE7レイアウト IE8レイアウト

IE8 のレイアウトエンジンは、
「Quirksモード」、 「IE7標準モード」、「IE8標準モード」
の３つのレンダリングモードをサポート
以前のInternet Explorerとの互換性を確保

レンダリングモード

デフォルト



IE8対応の必要性あり

IE7 で正常表示

ページの
IE7 対応化可能

別に標準準拠の
ページがある

対応方法3:
Web標準準拠のページを

新規作成

対応方法1:
コンテンツ又はサーバーの設定を
行い、IE7標準モードの
レンダリングモード指定

レンダリングモード指定例 ：
・コンテンツ側で対応する場合
Meta タグ：
<meta http-equiv=
"X-UA-Compatible" 

content="IE=EmulateIE7" >

・Webサーバー側で対応する場合
HTTP ヘッダ：
“X-UA-Compatible: IE=EmulateIE7”

対応方法2:
IE8 は標準準拠ページへ誘導する

ようにサーバーサイドで設定

Yes

Yes

Yes

No

No

No

IE8レンダリングモード対応方法



IE8レンダリングモード対応

IE8 内の描画モード

Quirksモード

IE7標準モード

IE8標準モード

DTD による判別

Quirks

標準

対応コンテンツ

MS-CSS5/6/7

標準CSS (IE7)

標準CSS(IE8)

Webサーバー側
HTTPヘッダによる指定

“X-UA-Compatible:IE=EmulateIE7”

コンテンツ(HTMLフゔ゗ル)側
METAタグによる指定

<meta http-equiv=“X-UA-Compatible”
content=“IE＝EmulateIE7”>



IE8のレンダリングモード ス゗ッチ表１
METAタグの
有無

DOCTYPEフォームの終わり DOCTYPE内のURL
表記の有無

適用されるレンダリングモー
ド

DOCTYPEの例

Metaタグ無
し

DOCTYPE なし いずれの場合も Quirksモード -

HTML (no version) いずれの場合も Quirksモード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML //EN">

HTML 2.0 いずれの場合も Quirksモード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 2.0 Final//EN">

HTML 3.0 いずれの場合も Quirksモード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2 Final//EN">

HTML 4.0 いずれの場合も IE8 標準モード(CSS 2.1) <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0//EN">

HTML 4.0 Frameset URLあり IE8 標準モード(CSS 2.1) <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Frameset//EN“ 
"http://www.w3.org/TR/REC-html40/frameset.dtd">

URLなし Quirksモード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Frameset//EN">

HTML 4.0 Transitional URLあり IE8 標準モード(CSS 2.1) <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN“ 
http://www.w3.org/TR/html4/loose.dtd">

URLなし Quirksモード <!DOCTYPE HTML PUBLIC “-//W3C//DTD HTML 4.0 Transition// EN”>

HTML 4.0 Strict いずれの場合も IE8 標準モード(CSS 2.1) <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0//EN”>

XHTML いずれの場合も IE8 標準モード(CSS 2.1) <!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Strict//EN”>

XML いずれの場合も IE8 標準モード(CSS 2.1) <?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Transitional//EN">

Unrecognized DOCTYPE いずれの場合も IE8 標準モード(CSS 2.1) -

IE8 指定あり

(IE=8)

DOCTYPEの有無、内容にかかわらず いずれの場合も IE8 標準モード(CSS 2.1) -

IE7 指定あり

(IE=7)

DOCTYPEの有無、内容にかかわらず いずれの場合も IE7 標準モード -

互換設定

(IE=5)

DOCTYPEの有無、内容にかかわらず いずれの場合も Quirksモード -

指定有り

(IE=Edge)

DOCTYPEの有無、内容にかかわらず いずれの場合も IE8 標準モード(CSS 2.1) -



IE8のレンダリングモード ス゗ッチ表２

METAタグの
有無

DOCTYPEフォームの終わり DOCTYPE内のURL
表記の有無

適用されるレンダリングモー
ド

DOCTYPEの例

IE7標準/
Quirksモー
ド

(IE=EmulateI
E7)

DOCTYPE なし いずれの場合も Quirksモード -

HTML (no version) いずれの場合も Quirksモード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML //EN">

HTML 2.0 いずれの場合も Quirksモード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 2.0 Final//EN">

HTML 3.0 いずれの場合も Quirksモード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2 Final//EN">

HTML 4.0 いずれの場合も IE7標準モード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0//EN">

HTML 4.0 Frameset URLあり IE7標準モード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Frameset//EN" 
"http://www.w3.org/TR/REC-html40/frameset.dtd">

URLなし Quirksモード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Frameset//EN">

HTML 4.0 Transitional URLあり IE7標準モード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN" 
""http://www.w3.org/TR/html4/loose.dtd“>

URLなし Quirksモード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">

HTML 4.0 Strict いずれの場合も IE7標準モード <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0//EN" 
"http://www.w3.org/TR/html4/strict.dtd">

XHTML いずれの場合も IE7標準モード <!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Strict//EN" 
"http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-strict.dtd">

XML いずれの場合も IE7標準モード <?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Transitional//EN">

Unrecognized DOCTYPE いずれの場合も IE7標準モード -



META タグによるレンダリングモード指定



レンダリングモード指定の補足

モード 指定する値

Quirks IE=5

IE7標準 IE=7

IE8標準 IE=8

常にIE最新モード IE=edge

標準DOCTYPEはIE7標準, 
Quirks DOCTYPEはQuirks

IE=EmulateIE7



開発者ツール の活用

IE <= 6

• Quirks モード

IE 7

• IE7標準モード

IE 8

• IE8標準モード

MODES



レンダリングモードの判定方法

javascript:alert(document.documentMode)

モード 表示される値

Quriksモード 5

IE7標準モード 7

IE8標準モード 8



レンダリングモード判定の優先順位

Developer Tools

metaタグ

HTTPレスポンスヘッダー

互換性切り替え表示ボタン

DOCTYPE

高

<meta ・・・ />

X-UA-Compatible…

<!DOCTYPE…>



User Agent文字列

例）Mozilla/4.0 (compatible; MSIE 8.0; Windows NT 6.0)

User Agent文字列を利用した判定コード

if(ver == 7.0)
msg = “Edge Agent”;

if(ver >= 8.0)

msg = “Edge Agent”;



Version Vector

• Version Vectorとは、IEの内部バージョン番号。IE8では、「8.0」。

• レジストリキーに格納されており、IE起動時に読み込まれる。

• 条件付きコメントを処理する際に利用される。



メモリ保護オプションの変更
IE向けゕドオン開発者が注意すべき点

命令処理

命令処理

命令処理

実行可能

実行可能

実行可能

実行不能

実行不能

実行不能データを
実行しない

データに対して実
行の可否をマーク

8



メモリ保護オプションの変更
IE向けゕドオン開発者が注意すべき点



IE8 新機能について
ゕクセラレータ
WebSlice



「アクセラレータ」
選択したページ内の文字列をキーワードに、ページを移動せず
にWeb アプリを利用可能

「WebSlice」
Web ページの一部を切り取って保存、同じページを表示しな
くてもいつでも最新情報を確認可能

オンラ゗ンサービスの操作性を向上させる機能

http://kakaku.com/
http://kakaku.com/


ゕクセラレータ

Webページ上のコンテンツと様々なオンラインサービスを
シンプルな操作で連携させる機能

簡単に実装可能（クライアント側の変更は必要ない）





ゕクセラレータの実装
OpenService フォーマット



ゕクセラレータの実装
OpenService フォーマット



ゕクセラレータの実装
OpenService フォーマット



ゕクセラレータの実装
OpenService フォーマット



ゕクセラレータの実装
OpenService フォーマット



ゕクセラレータの実装
OpenService フォーマット



ゕクセラレータの実装
ゕクセラレータの展開方法



WebSlice





コンテンツの状態表示
ボールド：アップデート
イタリック：終了間近
グレー：終了もしくは、エラー

詳細のプレビューウゖンドウ
Web ページからの HTML 引用 (static コンテンツ)
基本的な HTML スタイルをインポート
クリックすることで web サイトへアクセス

お気に入り バー
お気に入り リンク、Feeds、WebSlices
フォルダーからコンテンツを管理可能

WebSlice



WebSliceの実装
WebSliceフォーマット

切り取りアイコン表示領域 更新時データ同期領域

WebSliceを有効にするには、WebSliceのHTML属性をWebページに記述する

WebSliceは、hAtomマイクロフォーマットとWebSliceフォーマットの

組み合わせを使用して記述する



WebSliceの実装
WebSlice フォーマット



WebSliceの実装
WebSlice フォーマット



WebSliceの実装
WebSliceの展開方法



WebSlice ブラウザでの処理プロセス

Download Feed 
(XML)

Download HTML 
with WebSlice

Convert to Atom 
Feed (XML)

Feed Parser

compare 
downloaded 

data with 
stored data

Mark Feed as 
Updated

`

Download Engine



WebSlice ネットワーク管理



WebSliceの認証



フゖードとWebSliceの使い分け

フィードは新しいアイテムをプロモーションするの
に便利
例: ニュース記事, ブログの投稿, 検索結果など



IE8 新機能について
その他の新機能



IE8のその他の新機能

• AJAX ナビゲーション
• Selectors API
• DOM Storage
• Connectivity Event
• Cross Domain Communication



AJAX ナビゲーション



Selectors API



Selectors API 使用例



Selectors API と DOM API



DOM Storage



DOM Storage サンプル



Connectivity Events
Online / Offline ゗ベント

// online, offline ゗ベントハンドラの追加
<body ononline="online()” onoffline="onoffline()">;

// ブラウザのオンラ゗ン状態の取得
online = window.navigator.onLine;



Cross Domain Communication



Cross Domain Communication
クロスドメ゗ン制約

ブラウザ
Web サーバー

ドメインB

（サービス提供）

Web サーバー
ドメインA

（Proxy）
XMLHttpRequest

データ取得

XMLHttpRequest

Web ページ
取得



Cross Domain Request (XDR)



Cross Domain Request (XDR)

ブラウザ
Web サーバー

ドメインB

（サービス提供）

Web サーバー
ドメインA

XDomainRequest

Web ページ
取得

リクエストヘッダ [ XDomainRequest:1 ]
レスポンスヘッダ [ XDomainRequestAllowed:1 ]



Cross Domain Request 使用例



Cross Domain Request のセキュリテゖ

現在のページとデータを要求するページのゾーンに基づいて、XDR に
よるクロスドメインリクエストの実行が許可される

Web ページがデータを要求する URL のゾーン

ローカル
イントラ
ネット

信頼済み
(イントラ
ネット)

信頼済み
(インター
ネット)

インター
ネット

制限付き

Web 
ページが
存在する
ゾーン

ローカル 許可 許可 許可 許可 許可 ブロック

イントラ
ネット

ブロック 許可 許可 許可 許可 ブロック

信頼済み
(イントラ
ネット)

ブロック 許可 許可 許可 許可 ブロック

信頼済み
(インター
ネット)

ブロック ブロック ブロック 許可 許可 ブロック

インター
ネット

ブロック ブロック ブロック 許可 許可 ブロック

制限付き ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック



Cross Document Messaging (XDM)



Cross Document Messaging (XDM)

サーバー A

(mysite.com)

サーバー B

(contoso.com)

Web ブラウザ

My Page

iframe

postMessage
双方向通信

（テキスト）



XDM サンプル
メ゗ンページ側（http://mysite.com）



XDM サンプル
iframe ページ側（http://contoso.com）



Resources

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/ie/cc216837.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/ie/cc216837.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/ie/cc216837.aspx
http://support.microsoft.com/kb/949787
http://www.microsoft.com/windows/ie/ie8/welcome/en/default.html
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